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グアニンが豊富に含まれる塩基配列では、フーグスティーン型の塩基対形成によりグアニン四量体が平

面を作り、この平面が数回重なりグアニン四重鎖（G4）構造を取ることが知られている。G4 はプロモ

ーターやテロメア領域で重要な役割を担い、特にがん治療のためのターゲット構造として注目されてお

り、高い選択性を有する優れた G4 リガンドの開発が望まれている。研究代表者はこれまでにポリビニ

ルアルコールとマラカイトグリーンのコポリマーを開発し、光照射によってワトソンクリックの二重ら

せん DNA へ結合することを明らかにしている(Biomacromolecules 2012, 13, 1510; Soft Matter 2015, 

11, 8246) 。そこで本研究ではこの光応答性コポリマーの G4 への結合を光で促進させ、G4 との結合状

態について調べることを目的とした。800 MHz の NMR スペクトル測定から、光照射後のコポリマーは

パラレル型の G4 のグアニン四量体平面に結合部位をスタッキングさせるように相互作用していること

が分かった。光未照射時では、コポリマーはパラレル型 G4 には結合しなかった。一方ハイブリッド型

G4 に対しては、コポリマーが結合することでグアニン四量体平面を崩壊させるような大きな構造変化を

もたらすことが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


